
■ 研究概要

放射冷暖房システムの性能評価に関する研究

■ 研究背景

■ 研究目的

1

放射冷暖房システムは放射熱を利用して冷暖房を行うシステムである。
放射式と対流式の快適性能の比較は数多く行われてきた。しかしHEAT20のG2
基準となる高断熱・高気密化の住宅における放射式と対流式の快適性能を実測
により比較した事例は少ないのが現状である。

HEAT20のG2基準の住宅における放射冷暖房パネルと壁掛けエアコンとの快
適性能の比較を行う。また、実測による本システムの運用実態の把握を行う。

本システムは壁や天井、床に設置した放射冷暖房パネルの中に温冷水を流し、
その放射熱を利用して冷暖房を行うシステムである。対象物件はユニットハウ
スを改良した実験室である。エアコンを取り付けたコンテナと放射冷暖房パネ
ルを取り付けたコンテナ2棟が配置されている。それぞれのコンテナにおいて、
室内温熱環境の計測を行い、室内の温度ムラやPMVから比較を行う。また、熱
源の効率に関しても計測を行う。
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放射冷暖房パネル

２棟のコンテナの室内中央温度が
揃った状態で快適性の比較を行う。
また、被験者実験としてアンケート
調査や生産性から快適性の比較を行
う。


